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世界は大きなスキナー箱か？─行動主義者からみたライフログの可能性

人々の生活（ライフ）の様々な記録（ログ）を長期間にわたってデジタルデータとして保存する
「ライフログ」が近年注目を集めています。実験室を離れて人々の生活の現場で集められたライフ
ログは私たちに何を見せてくれるのでしょうか？　その最前線を紹介します。（小森政嗣）

ライフログと心理学

　あなたの人生の話をしよう。
　まず，あなたの人生で一番大事
な，印象に残る出来事を思い出し
ていただきたい。それは小学校の
卒業式，あるいは初めての恋人と
のデートかもしれない。思い浮か
べられただろうか？　ではその出
来事について研究しよう。心理学
に関わる者として，僕はあなたに
とって本当に重要なことに関心が
ある。そこで，同じ出来事を再現
してみてほしい。どうだろうか？
不可能だ。なぜなら，「一番大事
なこと」はこれまでの人生で一つ
しかない。再現できたら，それは

「一番」ではなくなってしまう。
　人生で一番大事なことは，一度
しか起こらない。さらに困ったこ
とに，人生で大事なことは人それ
ぞれである。大学教員である僕に
とって重要なことは，企業で心理
学の活用を目指す僕とは違ってい
るかもしれない。論文が受理され
ると嬉しい僕もいれば，自分の企
画が通ることが喜びである僕もい
る。個人によってバラバラなこと
が人生に散らばっている状況を科
学的に取り扱うのはなかなかに難
しい。ではどうすればよいだろう？

ライフログと行動分析
　ライフログとは，その名の通
り人生（life）の記録（log）であ
り，総務省の定義では「利用者
のネット内外の活動記録（行動履
歴）が，パソコンや携帯端末等を
通じて取得・蓄積された情報」と
されている。各種センシング技術
の進歩やカメラ付携帯電話の普及
によって，自他の多様な活動記録
が容易に入手可能になった。ウェ
アラブルカメラと呼ばれる，小型
で装着可能なものを用いて一定間
隔で「どこで何を見たか」の画
像を自動取得することも可能にな
り（写真1），小型の心拍計なども
市販されている。これらはまさに

「あなたの人生」についてのデータ
である。では，こうしたデータを
どんな切り口で扱うべきだろうか。
　行動分析学という領域をご存じ
だろうか。スキナーによって創始
されたこの学問では，徹底的行動
主義哲学に立脚し，生活体の行動
を環境との相互作用のなかで理解
しようとする。そのために重要な
ものが三項随伴性であり，「弁別
刺激－反応－強化子」からなる行
動の分析単位とされる。つまり

「環境－行動－環境の変化」であ
り，われわれはこの三項随伴性の
中で毎日を生きている。そして，
どんな環境が弁別刺激として機能
するか，どんな環境変化が強化子
として機能するかは，過去の経験
や遺伝的背景に依存して個人によ
り大きく異なる。人間に共通する
一般原理を踏まえつつも，こうし
た個別性を扱うために，行動分析
学では「シングルケースデザイ
ン」と呼ばれる方法論がある。紙
幅のこともあり詳細な説明は省く
が，単一事例であっても適切な設
定を行うことで科学的な批判に耐
えうる研究は可能である。
　こうした行動分析学の考え方と
方法論は，ライフログ技術と親和
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写真 1　筆者が小型カメラを首か
ら下げた状態で自動撮影した画像
の例。たしかこのときは味噌ラー
メンセットの食券を購入。



22

性が高いのではないか。大学で学
習研究をしている僕は，スキナー
箱という実験箱を用いることで動
物が経験する随伴性を相当程度操
作できる。一方，現実場面での人
間行動についてオフィスで頭を悩
ませている僕は，人間がどんな環
境でどんな行動をとり，どんな環
境変化が生じるのかを正確に観察
する方法について考え込む。ライ
フログを用いれば，人間が生活し
ている環境の情報を画像や音声で
取得し，そこでの行動をさまざま
なセンサで記録することができ
る。ライフログ技術は，この世界
を大きなスキナー箱にしてしまう
可能性を秘めているのだ。

研究事例と臨床応用
　30代男性を対象に，インター
バルカメラを用いて出退勤時の画
像を取得したわれわれの予備的
データでは，出勤時と退勤時で同
じ場所を通過しているにもかかわ
らず，「見ているもの」が全く異
なることが示された。これは当然
のことのように思うかもしれない
が，「どこで何を見たか」といっ
た情報取得を記憶のみに頼った場
合には検証困難なものである。当
該人物が置かれている環境の中の
何が弁別刺激として機能するのか
を考えるためには，こうした詳細
なデータを取得できるライフログ
は有益なツールとなる。また，そ
の際に取得した画像データを用い
て記憶や学習の実験に使う刺激を
作成することも可能である。
　こうした手法は，臨床的な問題
解決にも利用されている。たとえ
ばBarrら（2014）では子どもた
ちにウェアラブルカメラを着用
し，食品に関する情報へのアクセ
スの程度を取得して肥満との関
連を検討している。またBerryら

（2007）では記憶に障害を持つ患
者にウェアラブルカメラを装着さ

せ，毎日の生活を記録した画像を
見直させることによって日常的な
記憶の改善が見られたことを報告
している。個人ごとに異なる生活
の中でどのような環境に晒されて
いるのかについて研究者が情報を
得ることにより，個別性と一般原
理の両方を研究することが可能に
なってきている。また，研究参加
者が実際に経験した環境という，

「オーダーメイド刺激」が取得で
きるという特徴は，たとえば抑う
つを抱える人がどのような環境刺
激の中でどのような反応をしてい
るのかを明らかにしつつ，実際に
経験した風景のなかでどの要素が
重要な意味を持つのか，後から検
討する道具を提供することにもつ
ながる。現在，次に述べるような
倫理的問題を考慮しつつ，応用の
可能性について検討している。

倫理的な問題
　ライフログを研究に用いる際の
倫理的問題を考えてみよう。たと
えばインターバルカメラで参加者
の活動記録を取得したとする。そ
こには，研究者には見せたくない
画像が含まれているかもしれな
い。そのため研究者がアクセスす
る前に参加者が内容を確認し，場
合によっては画像を削除するとい
う段階を踏む必要がある。研究に
無関係な他者が画像に映り込むこ
とで，問題が発生する場合もあ
る。一目でそれとはわからないよ
うな小型のカメラを用いてしまう
と，見とがめられた際には大きな
トラブルとなりかねない。過去
に，ウェアラブルカメラを用いて
画像データを取得した経験のある
研究者からは，ある程度の大きさ
のある機材を用いることで逆にト
ラブルを避けられるのではという
意見があった。研究の目的によっ
ては，研究施設内や病棟内などの
限定された場面のみで画像を取得

するなどのデザインも可能であろ
う。どのような研究を行うにせ
よ，ライフログデータの使用につ
いては注意が必要である。

おわりに
　「世界は大きなスキナー箱であ
る」と言うと，あなたは笑うかも
しれない。しかし，ライフログを
用いれば，われわれが暮らす複雑
な世界の中から何が弁別刺激であ
り，何が強化子として機能してい
るのかについての重要な情報を，
個別性を失わずに抽出することが
できるかもしれない。また各種の
行動変容技法への応用や診断のた
めにも有益な情報を提供してくれ
るだろう。そしてなにより，あな
たの人生について，いろいろなこ
とを教えてくれると思われる。
　アンジェリーナ・ジョリーと
ジェームズ・マカヴォイが出演し
た映画『Wanted』のラストシー
ンで，主人公はある目的を達成し
て自分の人生を取り戻す。そして
最後に，観客に向かってこう語り
かける。答えを探してみてはどう
だろうか。「君，最近どんなこと
した？」
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